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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  陽極（２）と陰極（８）との間に有機Ｅ
Ｌ材料からなる有機層（３～７）を挟んでなる発光領域
としての画素（Ｇ１、Ｇ２、Ｂ１、Ｂ２）を有するとと
もに、この画素が複数設けられており、定電流駆動方式
とされた有機ＥＬ表示装置において、
前記陽極（２）と前記陰極（８）に対応した一対の電極
からなり前記画素（Ｇ１、Ｇ２）に電流を供給するため
の非発光領域としての配線部（Ｈ１、Ｈ２）が、各々の
前記画素に接続されており、
前記配線部（Ｈ１、Ｈ２、Ｈ１０）の容量が前記画素
（Ｇ１、Ｇ２、Ｂ１、Ｂ２）の容量に対して小さくなる
ように前記陽極（２）および前記陰極（８）をパターニ
ングすることにより、各々の前記画素における光学波形
の立ち上がりが等しくなっており、
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かつ前記画素（Ｇ１、Ｇ２、Ｂ１、Ｂ２）相互の発光面
積が異なることを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】  陽極（２）と陰極（８）との間に有機Ｅ
Ｌ材料からなる有機層（３～７）を挟んでなる発光領域
としての画素（Ｇ１、Ｇ２、Ｂ１、Ｂ２）を有するとと
もに、この画素が複数個設けられており、定電流駆動方
式とされた有機ＥＬ表示装置において、
前記陽極（２）と前記陰極（８）に対応した一対の電極
からなり前記画素（Ｇ１、Ｇ２）に電流を供給するため
の非発光領域としての配線部（Ｈ１、Ｈ２）が、各々の
前記画素に接続されており、
ガラス基板の外部にコンデンサを付加することによって
前記複数個の画素の少なくとも一つの画素と並列に前記
コンデンサを接続することにより、各々の前記画素にお
ける前記画素の容量と前記配線部の容量との比を、各々
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の画素相互において略同一とし、各々の前記画素相互に
おける光学波形の立ち上がりが等しくなっていることを
特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】  前記画素（Ｇ１、Ｇ２、Ｂ１、Ｂ２）を
囲むように前記陰極（８）がパターニングされているこ
とを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項４】  前記陰極（８）の周りに、前記陰極
（８）と同じ材質のダミーの膜（１１）を形成すること
を特徴とする請求項３に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項５】  前記画素（Ｇ１、Ｇ２、Ｂ１、Ｂ２）に
印加する電流のパルス幅が１００μｓ以下であることを
特徴とする請求項１乃至４のいずれか一つに記載の有機
ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、セグメントタイプ
の画素構成を有する有機ＥＬ（エレクトロルミネッセン
ス）表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】セグメントタイプの画素構成を有する有
機ＥＬ表示装置は、陽極と陰極との間に有機ＥＬ材料か
らなる有機層を挟んでなる複数個の画素を有し、この画
素を発光領域として構成するものである。
【０００３】このようなセグメントタイプの有機ＥＬ表
示装置では、通常、異なる発光面積を持つ各画素に対
し、画素毎に発光輝度が不均一となるのを防止する、す
なわち輝度ムラを防止するために、発光面積に比例した
電流量を画素毎に設定する定電流駆動方式が採用されて
いる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、本発明
者等の検討によれば、上記定電流駆動方式においても、
減光等を行うために、画素の発光期間を短くする、すな
わち画素に印加する電流（駆動電流）のパルス幅を短く
していくと、輝度ムラが顕著となることがわかった。
【０００５】そこで、本発明は上記問題に鑑み、発光領
域としての複数個の画素を有し、定電流駆動方式にて駆
動される有機ＥＬ表示装置において、輝度ムラを適切に
防止することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、本発明者等は鋭意検討を行った。上記有機ＥＬ表示
装置において、各画素には、陽極と陰極に対応した一対
の電極からなり画素に電流を供給するための非発光領域
としての配線部が接続されている。
【０００７】そして、各画素の発光面積に比例した駆動
電流が設定されるが、この配線部の容量のために、発光
領域である画素および非発光領域である配線部を含めた
トータルの容量と設定電流の比にばらつきが生ずる場合
がある。
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【０００８】その結果、発光に関与しない容量成分すな
わち上記配線部の容量に充電を要する時間にばらつきを
生ずるため、電圧波形ならびに光学波形の立ち上がり
が、画素毎に異なり、輝度ムラを生ずることがわかっ
た。特に、表示装置全体を減光するために駆動電流のパ
ルス幅を短くする場合は、発光に関与しない容量成分へ
の充電時間のばらつきの影響が相対的に大きくなり、輝
度ムラが顕著となる。
【０００９】さらに、複数の陰極ラインと複数の陽極ラ
インの交点を画素とした単純マトリクス駆動をする場合
にも、同一の定電流源に対し、複数の画素が接続され
る。このとき、画素間の非発光領域の容量が異なるた
め、電圧波形や光学波形の立ち上がりにばらつきを生
じ、その結果、画素間にムラが発生する。
【００１０】本発明は、以上のような本発明者等の検討
結果に基づいてなされたものである。
【００１１】即ち、請求項１に記載の発明では、陽極
（２）と陰極（８）との間に有機ＥＬ材料からなる有機
層（３～７）を挟んでなる発光領域としての画素（Ｇ
１、Ｇ２、Ｂ１、Ｂ２）を有するとともに、この画素が
複数個設けられており、定電流駆動方式とされた有機Ｅ
Ｌ表示装置において、前記陽極（２）と前記陰極（８）
に対応した一対の電極からなり前記画素（Ｇ１、Ｇ２）
に電流を供給するための非発光領域としての配線部（Ｈ
１、Ｈ２）が、各々の前記画素に接続されており、前記
配線部（Ｈ１、Ｈ２、Ｈ１０）の容量が前記画素（Ｇ
１、Ｇ２、Ｂ１、Ｂ２）の容量に対して小さくなるよう
に前記陽極（２）および前記陰極（８）をパターニング
することにより、各々の前記画素における光学波形の立
ち上がりが等しくなっており、かつ前記画素（Ｇ１、Ｇ
２、Ｂ１、Ｂ２）相互の発光面積が異なることを特徴す
る。
【００１２】それによれば、各々の画素相互における光
学波形の立ち上がりを実質的に等しくなるようにするこ
とで、画素毎に発光輝度が不均一となる輝度ムラを防止
することができる。
【００１３】
【００１４】
【００１５】また、請求項２のように、複数個の画素
（Ｇ１、Ｇ２）の少なくとも一つの画素に対して並列
に、ガラス基板の外部に付加したコンデンサ（Ｃ１０）
を接続することにより、各々の画素相互における光学波
形の立ち上がりを等しくするようにしても良い。
【００１６】それによれば、上記コンデンサを設けた画
素においては、配線部の容量は当該コンデンサを含めた
容量となる。そのため、本発明によっても、各々の画素
相互における光学波形の立ち上がりが等しくなるよう
に、各々の画素における画素の容量と配線部の容量とを
設定することができる。
【００１７】
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【００１８】
【００１９】請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置におい
て、請求項３に記載の発明のように、画素（Ｇ１、Ｇ
２、Ｂ１、Ｂ２）を囲むように陰極（８）がパターニン
グされたものとすることができる。請求項４は請求項３
に記載の有機ＥＬ表示装置において、陰極（８）の周り
に、前記陰極（８）と同じ材質のダミーの膜（１１）を
形成することを特徴としたものである。これは、光学設
計上、陰極がない部分が見えると表示品位が下がるよう
な場合に、このダミーの膜の存在によって表示品位を維
持する効果がある。
【００２０】また、本発明者等の検討によれば、画素
（Ｇ１、Ｇ２、Ｂ１、Ｂ２）に印加する電流のパルス幅
が１００μｓ以下である場合に、特に輝度ムラが顕著と
なるため、上記各手段はこのような場合に適用して有効
である。
【００２１】なお、上記各手段の括弧内の符号は、後述
する実施形態に記載の具体的手段との対応関係を示す一
例である。
【００２２】
【発明の実施の形態】以下、本発明を図に示す実施形態
について説明する。
【００２３】（第１実施形態）図１は本発明の第１実施
形態に係る有機ＥＬ表示装置Ｓ１の概略平面構成を示す
図であり、図２は図１中の発光領域としての画素Ｇ１、
Ｇ２の断面図であり、図３は図１中の非発光領域として
の配線部Ｈ１、Ｈ２の断面図である。
【００２４】また、図４は、比較例としての従来の有機
ＥＬ表示装置Ｊ１の概略平面構成を示す図であり、この
従来の有機ＥＬ表示装置Ｊ１において発光領域としての
画素の断面構成、非発光領域としての配線部の断面構成
は、それぞれ上記図２、図３と同様である。
【００２５】なお、図１および図４中、太線で示す２個
の矩形は画素Ｇ１、Ｇ２を示し、斜線ハッチング部分は
配線部Ｈ１、Ｈ２を示し、クロスハッチング部分は陽極
２は存在するが陰極８が存在しない部分を示し、点々ハ
ッチング部分は陰極８は存在するが陽極２は存在しない
部分を示す。この太線および各ハッチングと構成要素と
の関係は、後述する第２および第３実施形態においても
同様である。
【００２６】図１、図４に示すように、画素Ｇ１、Ｇ２
は、比較的発光面積の小さい画素Ｇ１と比較的発光面積
の大きい画素Ｇ２とからなり、本例では、画素Ｇ１の面
積をＳとすると画素Ｇ２の面積は４倍の４Ｓとしてい
る。
【００２７】図２に示すように、画素Ｇ１、Ｇ２は、ガ
ラス基板１の上に、陽極（透明電極）２、ホール注入層
３、ホール輸送層４、発光層５、電子輸送層６、電子注
入層７、陰極８の順に積層された構造になっている。
【００２８】これら陽極２～陰極８は、通常の有機ＥＬ
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表示装置に用いられる材料を用いたものにできる。こう
して、画素Ｇ１、Ｇ２は、陽極２と陰極８との間に有機
ＥＬ材料からなる有機層３～７を挟んでなる発光領域と
して構成されている。
【００２９】また、図３に示すように、配線部Ｈ１、Ｈ
２は、陽極２とホール注入層３との間にポリイミドなど
からなる絶縁層９が入っていることが、画素Ｇ１、Ｇ２
の積層構造と異なる。配線部Ｈ１、Ｈ２においては、こ
の絶縁層９によって陽極２と陰極８との間に電流が流れ
ず非発光領域となっているが、これら一対の電極２、８
により画素Ｇ１、Ｇ２における陽極２および陰極８へ電
流を供給するようになっている。
【００３０】また、図１、図４中の点々ハッチング部分
の積層構造は、本例では、図３に示す積層構造におい
て、陽極２が存在せずに、ガラス基板１上に絶縁層９、
有機層３～７および陰極８が積層されたものである。ま
た、図１、図４中のクロスハッチング部分は、本例で
は、図２に示す積層構造において、陽極２よりも上の層
が存在しないもの、すなわちガラス基板１上に陽極２の
みが積層されたものである。
【００３１】つまり、本例では、図１、図４において、
ガラス基板１の上に、画素Ｇ１、Ｇ２、斜線ハッチング
部分およびクロスハッチング部分に陽極２が形成されて
おり、画素Ｇ１、Ｇ２、斜線ハッチング部分および点々
ハッチング部分に有機層３～７および陰極８が形成され
ており、斜線ハッチング部分および点々ハッチング部分
に絶縁層９が形成されている。
【００３２】ここで、発光領域としての画素Ｇ１、Ｇ２
は、その積層構造における各層間に面積に比例した静電
容量を持つため、図５に示すような等価回路で表すこと
ができる。つまり、図５に示すように、陽極２から陰極
８へと電流が流れるダイオードＤ、有機層３～７により
形成される抵抗Ｒ、有機層３～７を誘電体とする容量
（コンデンサ）Ｃが接続された等価回路が形成される。
【００３３】また、非発光領域としての配線部Ｈ１、Ｈ
２では、絶縁層９の存在によって上記図５の等価回路に
おけるにダイオードとしての機能がなくなり、この部分
は発光しない。しかしながら、層間の静電容量は存在す
るため、コンデンサ成分は残る。つまり、配線部Ｈ１、
Ｈ２の等価回路は、上記図５において抵抗と容量が残っ
た形となる。
【００３４】また、図１および図４中、クロスハッチン
グ部分で示す陽極２の部分および点々ハッチング部分で
示す陰極８の部分は、陽極２および陰極８のうち電極が
片側しか存在しないため、抵抗成分はもつものの、容量
としては０である。
【００３５】次に、図１に示す本第１実施形態の有機Ｅ
Ｌ表示装置Ｓ１、図４に示す比較例としての有機ＥＬ表
示装置Ｊ１を駆動する方法について説明する。
【００３６】上述したように、有機ＥＬは単位面積当た
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りの電流量（電流密度）に輝度が依存するため、通常、
発光面積に比例した電流量を画素毎に設定する定電流駆
動方式が用いられている。本例では、画素Ｇ１は面積が
Ｓのため、電流はｉとし、画素Ｇ２は面積が４Ｓのた
め、電流は４ｉと設定する。
【００３７】このときの本第１実施形態の光学波形と電
流波形を図６に、比較例の光学波形と電流波形を図７に
示す。有機ＥＬは、等価回路（図５参照）で示すダイオ
ード部に流れる電流に比例した発光が得られる特性をも
つため、コンデンサに充電する電流は発光に関与しな
い。
【００３８】そのため、発光の光学波形の立ち上がりに
遅れ（Ｔｄ）が生ずる。また、遅れＴｄは、発光領域で
ある画素Ｇ１、Ｇ２と非発光領域である配線部Ｈ１、Ｈ
２の容量の総和に比例し、電流値に反比例する。
【００３９】ここで、上記図４に示す比較例では、画素
Ｇ１については、画素Ｇ１自身の容量Ｃと配線部Ｈ１
（面積Ｓ’）の容量Ｃｗとの総和として総容量（Ｃ＋Ｃ
ｗ）であり、供給電流はｉであるため、比例係数をＫと
すると、発光の立ち上がり遅れＴｄは、次の数式１に示
すようになる。
【００４０】
【数１】Ｔｄ＝Ｋ・（Ｃ＋Ｃｗ）／ｉ
これに対して、画素Ｇ２については、画素Ｇ２自身の容
量４Ｃと配線部Ｈ２（面積Ｓ’）の容量Ｃｗとの総和と
して総容量（４Ｃ＋Ｃｗ）であり、供給電流は４ｉであ
るため、発光立ち上がり遅れＴｄ’は、次の数式２に示
すようになる。
【００４１】
【数２】Ｔｄ’＝Ｋ・（４Ｃ＋Ｃｗ）／４ｉ
よって、図７に示すように、比較例では、画素Ｇ１と画
素Ｇ２とで、光学波形の立ち上がりにばらつきが生じ、
輝度ムラが発生する。
【００４２】このように、従来では、各画素Ｇ１、Ｇ２
の発光面積に比例した駆動電流ｉ、４ｉを設定しても、
画素および配線部を含めたトータルの容量と設定電流の
比にばらつきが生じ、発光に関与しない容量成分すなわ
ち配線部の容量に充電を要する時間にばらつきを生ず
る。そのため、光学波形の立ち上がりＴｄ、Ｔｄ’が異
なり、輝度ムラを生ずる。
【００４３】そこで、本第１実施形態では、図１に示す
ように、画素Ｇ１、Ｇ２の容量と配線部Ｈ１、Ｈ２の容
量の比を各画素Ｇ１、Ｇ２間にて同一にしている。具体
的には、画素Ｇ１では、画素Ｇ１自身の容量Ｃと配線部
Ｈ１（面積Ｓ’）の容量Ｃｗとの総和として総容量（Ｃ
＋Ｃｗ）とした。一方、画素Ｇ２では、比較例に比べて
配線部Ｈ２の面積を大きくする（面積４Ｓ’）ことで、
画素Ｇ２自身の容量４Ｃと配線部Ｈ２の容量４Ｃｗとの
総和として総容量（４Ｃ＋４Ｃｗ）とした。
【００４４】そして、本第１実施形態では、画素Ｇ１に
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ついては、総容量（Ｃ＋Ｃｗ）であり、供給電流はｉで
あるため、比例係数をＫとすると、発光の立ち上がり遅
れＴｄは、次の数式３に示すようになる。
【００４５】
【数３】Ｔｄ＝Ｋ・（Ｃ＋Ｃｗ）／ｉ
一方、本第１実施形態の画素Ｇ２については、総容量
（４Ｃ＋４Ｃｗ）であり、供給電流は４ｉであるため、
発光の立ち上がり遅れＴｄ’は、次の数式４に示すよう
になる。
【００４６】
【数４】Ｔｄ’＝Ｋ・（４Ｃ＋４Ｃｗ）／４ｉ＝Ｔｄ
よって、図６に示すように、本第１実施形態では、画素
Ｇ１と画素Ｇ２とで、光学波形の立ち上がりが等しくな
る。
【００４７】このように、本第１実施形態によれば、各
々の画素相互における光学波形の立ち上がりを実質的に
等しくなるようにすることで、画素毎に発光輝度が不均
一となる輝度ムラを防止することができる。そして、各
画素間における容量に起因した輝度ムラを低減すること
で、高品位の表示を得ることができる。
【００４８】（第２実施形態）図８は、本発明の第２実
施形態に係る有機ＥＬ表示装置Ｓ２の概略平面構成を示
す図である。本第２実施形態の考え方は、発光領域であ
る画素の容量と非発光領域である配線部の容量の比を、
各画素相互において略同一にするもので、上記第１実施
形態と同じである。
【００４９】上記第１実施形態では、パネル内部すなわ
ちガラス基板１内に形成された配線部の容量（面積）を
調節することで、各画素相互において画素の容量と配線
部の容量の比を略同一にしていたが、本第２実施形態で
はパネル外部に容量を作り込むことでそれを実現するも
のである。
【００５０】具体的には、ガラス基板１の外部に設けら
れた回路におけるプリント板上のドライバ出力部等にコ
ンデンサを付加するなどの方法によって、複数個の画素
Ｇ１、Ｇ２の少なくとも一つの画素Ｇ２に対して並列に
コンデンサを接続する。
【００５１】図８では、容量Ｃｗの配線部Ｈ２を有する
画素Ｇ２の電流供給ラインに、容量３Ｃｗのコンデンサ
（チップコンデンサ等）Ｃ１０を並列に設けている。そ
れにより、画素Ｇ２においては、配線部Ｈ２の容量はコ
ンデンサＣ１０を含めた容量４Ｃｗとなり、画素Ｇ１と
画素Ｇ２とで、上記数式３および数式４に示した関係が
成立する。そのため、本第２実施形態においても、画素
Ｇ１と画素Ｇ２とで、光学波形の立ち上がりが等しくな
る。
【００５２】よって、本第２実施形態によっても、各々
の画素相互における光学波形の立ち上がりを実質的に等
しくなるようにすることで、画素毎に発光輝度が不均一
となる輝度ムラを防止することができる。そして、各画
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9
素間における容量に起因した輝度ムラを低減すること
で、高品位の表示を得ることができる。
【００５３】（第３実施形態）本第３実施形態は、陽極
２と陰極８に対応した一対の電極からなり画素に電流を
供給するための非発光領域としての配線部が、各々の画
素に接続されている場合、各々の画素において、配線部
の容量を画素の容量に対して小さくするように陽極２お
よび陰極８の少なくとも一方をパターニングするもので
ある図９は、本発明の第３実施形態に係る有機ＥＬ表示
装置Ｓ３の概略平面構成を示す図である。図９に示すも
のは、車載用メータ等にて数字を表示するセグメントタ
イプの有機ＥＬ表示装置であり、複数の陰極と複数の陽
極の交点上に画素が配置されたマトリクス型のパネルで
ある。
【００５４】また、比較例として、図９に示すものと同
様のタイプにおける従来の有機ＥＬ表示装置Ｊ２の概略
平面構成を、図１０に示す。これら図９、図１０におい
ては、簡単にするため、陰極８のライン数を２本とし、
それぞれ陰極８１、陰極８２とする。
【００５５】また、各陰極８１および８２に対応して形
成された画素Ｂ１、Ｂ２においては、陽極２は共通とな
っている。そして、陽極２のうち陽極２と陰極８（８
１、８２）とが重なった非発光領域部分（図９、図１０
中の斜線ハッチング部分）が、各画素Ｂ１、Ｂ２に電流
ｉを供給するとともに容量を持つ配線部Ｈ１０として構
成されている。
【００５６】次に、図９に示す本第３実施形態の有機Ｅ
Ｌ表示装置Ｓ３、図１０に示す比較例としての有機ＥＬ
表示装置Ｊ２を駆動する方法について説明する。これら
各例では、定電流駆動方式に基づき、二つの画素Ｂ１、
Ｂ２は面積がＳと同一であるため、駆動電流はともにｉ
とする。
【００５７】このときの本第３実施形態における各電極
２、８１、８２の電圧波形、電流波形、画素Ｂ１、Ｂ２
の光学波形を図１１に示し、比較例における各電極２、
８１、８２の電圧波形、電流波形、画素Ｂ１、Ｂ２の光
学波形を図１２に示す。
【００５８】まず、図１０に示す従来の有機ＥＬ表示装
置Ｊ２の駆動方法について述べる。図１２に示すよう
に、陰極８１が選択時（時刻ｔ１とする）では、陰極８
１は０Ｖ電位となり、陰極８２は電圧Ｖｒが印加され
る。また、陰極８２が選択時（時刻ｔ２とする）では、
陰極８１はＶｒ電位となり、陰極８２は０Ｖ電位とな
る。
【００５９】定電流制御により、陽極２からは一定の電
流値ｉが供給されるが、陰極側の電圧により時刻ｔ１に
おいては画素Ｂ１に供給され、時刻ｔ２においては画素
Ｂ２に供給される。
【００６０】ここで、時刻ｔ１においては画素Ｂ１が発
光するが、この画素Ｂ１に係る非発光領域の面積すなわ
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ち容量を持つ配線部Ｈ１０の面積は他方の画素Ｂ２に比
べて小さく、その配線部Ｈ１０が有する容量成分の充電
に必要な時間が少なくてすむため、画素Ｂ１は比較的早
く発光を開始する。
【００６１】それに対して、時刻ｔ２においては画素Ｂ
２が発光するが、この画素Ｂ２に係る非発光領域の面積
すなわち容量を持つ配線部Ｈ１０の面積は他方の画素Ｂ
１に比べて大きく、その配線部Ｈ１０が有する容量成分
の充電に必要な時間が長くなるため、画素Ｂ２の光学波
形の立ち上りがなまる。これにより、従来では、各画素
Ｂ１、Ｂ２間の輝度が異なり、輝度ムラとなっていた。
【００６２】そこで、本第３実施形態では、図９に示す
ように、画素Ｂ１、Ｂ２を囲むように陰極８（８１、８
２）をパターニングすることにより、陽極と陰極が重な
る部分の面積すなわち容量を持つ配線部Ｈ１０の面積を
できるだけ小さくしている。
【００６３】本第３実施形態の有機ＥＬ表示装置Ｓ３に
おいても、上記比較例と同様の駆動方法を採用する。つ
まり、図１１に示すように、陰極８１、８２に選択的に
電圧Ｖｒを印加することにより、駆動電流ｉを、時刻ｔ
１においては画素Ｂ１に供給して発光させ、時刻ｔ２に
おいては画素Ｂ２に供給して発光させる。
【００６４】ここで、各画素Ｂ１、Ｂ２に係る非発光領
域の面積すなわち容量を持つ配線部Ｈ１０の面積は非常
に小さくなっており、各々の画素Ｂ１、Ｂ２において、
配線部Ｈ１０の容量を画素Ｂ１、Ｂ２の容量に対して十
分に小さくし、配線部Ｈ１０の容量を実質的に排除する
ことができる。例えば、配線部Ｈ１０の容量Ｃｗを画素
Ｂ１、Ｂ２の容量Ｃに対して、３倍以内とすることがで
きる。
【００６５】そのため、両時刻ｔ１、ｔ２において、そ
の配線部Ｈ１０が有する容量成分の充電に必要な時間が
少なくてすむため、画素Ｂ１、画素Ｂ２の光学波形の立
ち上りがともに早くなる。こうして、各々の画素Ｂ１、
Ｂ２相互における光学波形の立ち上がりを等しくできる
ことにより、画素間の輝度ムラが低減する。このこと
は、減光時など、電流ｉのパルス幅（発光期間）が小さ
い時には特に効果がある。例えば、電流ｉのパルス幅
（発光期間）が１００μｓ以下である場合に有効であ
る。
【００６６】また、図１３に、本第３実施形態の変形例
としての有機ＥＬ表示装置の概略平面構成を示す。図１
３においても、陰極８を、画素Ｇ１、Ｇ２を囲むように
パターニングをすることで、容量を持つ配線部Ｈ１、Ｈ
２の面積を極力小さくしている。
【００６７】そのため、この図１３の例においても、各
々の画素Ｇ１、Ｇ２において、配線部Ｈ１、Ｈ２の容量
を画素Ｇ１、Ｇ２の容量に対して十分に小さくし、配線
部Ｈ１、Ｈ２の容量を実質的に排除することができる。
そして、各画素Ｇ１、Ｇ２の光学波形の立ち上りがとも
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に早くなるため、各画素相互における光学波形の立ち上
がりが等しくなり、画素間の輝度ムラが低減する。
【００６８】さらに、この変形例では、図１３に示すよ
うに、陰極８の外周に、陰極８と同じ材質の膜（例えば
アルミ膜等）を用いてダミーの膜１１をパターニング形
成している。これは、光学設計上、陰極８がない部分が
見えると表示品位が下がるような場合に、このダミーの
膜１１の存在によって表示品位を維持する効果がある。
【００６９】なお、本第３実施形態では、各々の画素に
おいて、配線部の容量を画素の容量に対して小さくする
ように、陽極２をパターニングしても良いし、陽極２お
よび陰極８の両方をパターニングするようにしても良
い。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に係る有機ＥＬ表示装置
の概略平面図である。
【図２】図１中の発光領域としての画素の断面図であ
る。
【図３】図１中の非発光領域としての配線部の断面図で
ある。
【図４】上記第１実施形態に対する比較例としての従来
の有機ＥＬ表示装置の概略平面図である。
【図５】発光領域としての画素の等価回路図である。
【図６】図１に示す有機ＥＬ表示装置の光学波形と電流
波形を示す図である。
【図７】図４に示す有機ＥＬ表示装置の光学波形と電流
波形を示す図である。
【図８】本発明の第２実施形態に係る有機ＥＬ表示装置
の概略平面図である。 *
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*【図９】本発明の第３実施形態に係る有機ＥＬ表示装置
の概略平面図である。
【図１０】上記第３実施形態に対する比較例としての従
来の有機ＥＬ表示装置の概略平面図である。
【図１１】図９に示す有機ＥＬ表示装置における各電極
の電圧波形、電流波形、画素の光学波形を示す図であ
る。
【図１２】図１０に示す有機ＥＬ表示装置における各電
極の電圧波形、電流波形、画素の光学波形を示す図であ
る。
【図１３】上記第３実施形態の変形例としての有機ＥＬ
表示装置の概略平面図である。
【符号の説明】
２…陽極、３…ホール注入層、４…ホール輸送層、５…
発光層、６…電子輸送層、７…陰極、Ｃ１０…コンデン
サ、Ｇ１、Ｇ２、Ｂ１、Ｂ２…画素、Ｈ１、Ｈ２、Ｈ１
０…配線部。
【要約】
【課題】  発光領域としての複数個の画素を有し、定電
流駆動方式にて駆動される有機ＥＬ表示装置において、
輝度ムラを適切に防止する。
【解決手段】  各画素Ｇ１、Ｇ２は、陽極と陰極との間
に有機ＥＬ材料からなる有機層を挟んでなり、各画素Ｇ
１、Ｇ２には、陽極と陰極に対応した一対の電極からな
り画素に電流を供給するための非発光領域としての配線
部Ｈ１、Ｈ２が接続されており、各々の画素相互におけ
る光学波形の立ち上がりが等しくなるように、各々の画
素における画素の容量と配線部の容量とを設定する。

【図１】 【図２】 【図３】
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